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経営理念

–■社会的役割：⾃然の贈り物を触媒(しょくばい）として
還元し、地域に合わせた循環の渦をつくり、
⼈（⽣き物）本来の営みを提供する
–■ビジョン：お客の症状に応じた正しい商品の提案、知識・情報の
付与ができており、その結果、安⼼して当社の商品を利⽤頂ける
状態を作る
–■価値基準：ノンケミカル、誠実、信頼、適正価格
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ごあいさつ
–株式会社クリエイトは1985年に豊増康⽣が設⽴、押し花⽤品の製造販売を主に習い事ブームもあり販売を全国に広げてまいり
ました。押し花を美しく保つために研究をおこないました。そんな時、⼭で育った花は⾊が保てるのに、化成肥料で育った花は
⾊が変わるのはなんでだろう。研究中に試飲した事で万年の花粉症が緩和する事にきずいた事が約２０年前でした、それからは
⾊んな⾓度から反応があり、何にどこまで効果があるのかと興味から始まり様々な事に挑戦しました、私の代は基礎試験で終わ
ると思います。困っている⽅のに助けて頂く事が多くそこで学んだ事を繋げればと思います。

豊増康⽣

私は約９年前に焼⾁屋のアルバイトとして会社に関わるとこになりました、当時野菜や⾁のうま味なんて変わらないだろ、なん
で押し花屋が焼き⾁屋をするんだと思ってました。実際に畑を耕し野菜を作り、⽜農家にも周り⾊んな話しを聞いたり、製造現
場など様々な経験をしたら何となく⾃分たちがやっていることはすごく時間がかかる事だけど意味があるとこだと感じ、難しい
けど楽しい挑戦が続く仕事だと思えるようになりました。

今回「知的資産経営報告書」を作成したことで、弊社が持つ様々な強みを「⾒える化」し具現化させ整理できる⼤変良い機会を
頂きました、これまでクリエイトがおこなってきた挑戦と知識をつなぎ、新たな時代にでも流されない信念を⼤事に続けていき
たいと強く認識ができつつあります。 豊増 浩司
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会社概要

会社名 株式会社クリエイト

住所 佐賀県⿃栖市幸津町923-3
TEL（0942）825563 webmaster@flower-create.com

代表者名 豊増康⽣ （代表取締役）

役職 豊増 加代⼦（専務）

従業員数 ８名

事業内容 押し花⽤品製造販売
酵素事業（家畜飼料添加剤・⼟壌改良・美容、健康⾷品原料販売）

主な取引先 （仕⼊先）海洋性堆積物
（販売）農家、⼀般個⼈、OEM販売
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沿⾰と蓄積した知的資産
年代 主な出来事・エピソード 蓄積した知的資産

1980年頃 （前職）浄⽔器、ろ過フィルターの開発研究
『⽔のクラスターの浸透率構造と仕組みの知識』

・⽔の構造と知識
（技術資産）

1985年 押花材料製造販売として会社設⽴
『植物育成・全国への押し花販売開始』

・押し花愛好者顧客（関係資産）

1996年 佐賀県中⼩企業創造法 認定第1号受託 異業種ネットワーク
（関係資産）

1997年頃 花の変⾊予防への殺菌に注⽬
菌はどうしたら減るか研究
『ミネラル、有機栽培の⾊持ちに注⽬』

植物の免疫メカニズム
（技術資産）

1999年頃 ・国内の押し花愛好者から
ケガした動物が集まる場所があると国産海洋性堆積物出会う

国産海洋性堆積物（関係資産）

2000年 化学技術を使わない抽出技術の確⽴ ノンケミカルの抽出技術（技術資産）

2003年 新規「活⼒酵素」事業を本格的に開始 （イムノムラ研究会発⾜）
『免疫学横⼭⽒と出会う』

免疫のエビデンス（情報資産）
イムノムラ研究会（関係資産）

2007年 ⾼知⼤学 園芸学会中四国⽀部にて学会発表
活⼒酵素による植物の成育具合を⾼知⼤学で研究

適正濃度（技術資産）
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年代 主な出来事・エピソード 蓄積した知的資産
2010年 九州⼤学にて「乳酸菌の同定」を解析 オリジナル乳酸菌の特定（技術資産）

2010年 ⾼知⼤学にて
チンゲンサイ硝酸態チッソ減少・トマト肥⼤・
糖度上昇・うまみ成分グルタミン酸増加の評価を学会で発表

野菜のうま味成分、
農作物への学術（技術資産）

2011年 ⼤阪⼤学薬学部・基盤機構にて安全性試験（CRミネラル）を実施。その結果、抗ア
レルギー効果・免疫効果に関する実証

⼈間への安全性と免疫効果（技術資産）

2011年 宮城県畜産試験場
乳酸菌添加剤の乳房炎と体細胞への変化に対する効果確認

家畜への効果
（乳房炎＝乳がん）へ効果エビデンス（情報
資産）

2013年 戦略的基盤技術⾼度化⽀援事業
（サポイン事業）受託「鶏舎内の無臭化およびハエ発⽣防⽌効果を持たせた新規乳
酸菌による発酵飼料の開発」

サポイン事業受託実績
効果効能理論の実証（技術資産）

2015年 宮城県畜産試験場
「乳酸菌などのバイオティクス投与による

免疫賦活（活性化）実験

畜産への添加安全性（技術資産）

2016年 有機JAS資材登録（パワーの泉） 有機市場の安⼼感（技術資産）

2017年 佐賀⼤学学会発表「乳酸菌製剤添加飼料で肥育したニワトリの⼩腸における遺伝⼦
発現解析」
細胞、腸壁へ効果とメカニズムの解明

腸壁のデータ（情報資産）

沿⾰と蓄積した知的資産



15

５、知的資産（⾒えざる資産）
⾒えざる資産 内部資産

⼈的資産 ・新たなことに積極的に挑戦する⼈材。
・過剰なPRや偽りを嫌い、証拠データに忠実。
・お客の⽴場に⽴てるスタッフの存在。
・専⾨性を備えたスタッフの存在。

内部知的資産
豊増 康⽣ ・豊富な参考事例の蓄積に基づく、PR・プレゼン能⼒

・商品開発、使い⽅の説明、顧客に対するヒヤリング⼒
豊増加代⼦ ・財務管理

・押し花を通じた全国の園芸福祉、NPO法⼈などの繋がりと知識
藤丸 譲⼆ ・商標登録・特許申請・研究部・論⽂調査
⽯川 千尋 ・補助⾦の申請担当・農機具農業経験
柴⽥ 智⼦ ・書類作成能⼒・英語翻訳能⼒・論⽂読み込み能⼒
豊増 浩司 ・発想⼒・デザイン作成能⼒・web作成
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組織・技術資産 【化学溶剤を使わないノンケミカルな抽出技術】
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⾒えざる資産 内部資産
情報資産 ・様々な実験に基づく豊富なエビデンスや蓄積されたデータ

安全性試験に基づく、
⼈・動植物に対する
エビデンス

原料の安全性：抗アレルギー効果・単回経⼝投与毒性試験・復帰突然変異試験・経⼝
投与毒性試験・免疫賦活（アジュバンド）・放射能確認試験・乳酸菌同定ラクトバチ
ルス属 ガセリ菌/ジョンソニ菌ＣＲ株 など 商品資材の試験：有機JAS資材登録、
ニワトリの⼩腸における遺伝⼦発現解析⾼知⼤学「フミン酸抽出液の添加がチンゲン
サイの成⻑と品質に及ぼす影響」発表「海洋性腐植資材が⼩ネギの成⻑と品質に及ぼ
す影響」発表宮城県畜産試験場乳房炎に対する乳酸菌添加剤の効果 他多数

⾵⼟資産
理念資産

・ノンケミカルへのこだわり、体にいい物しかあつかわない。
・誇⼤な表現はおこなわない。
・⾃然からの贈り物をそのまま有効活⽤する。
・困っている⼈を助ける。
・未知への挑戦に積極的。
・循環の輪を⼤切にする。
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５、知的資産（⾒えざる資産）
⾒えざる資産 外部資産

関係資産 ・仕⼊先（海洋性堆積物）
・太邦（原料抽出）
・⽔源
・イムノムラ研究会
・フィードバックしてくれる顧客
・異業種ネットワーク

顧客提供資産価値 病気の予防、症状の改善・緩和、結果として⼈（⽣き物）本来の営み
（⼈⽣を前向きに）、⼼の豊かさ、適度な距離感を保った安⼼感

顧客から得ている
良かった事

・試しやすく良かった、体が楽になった、症状に変化があらわれた。
・お褒めの⾔葉。

物理的資産 ・清涼飲料⽔加⼯⼯場
・⽴地と⼗分な製品・原材料の保管が可能な倉庫
・植物⽐較試験などに適した敷地内のビニールハウスなど。
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人的資産の紹介
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社内仕事の流れ
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現在価値ストーリー
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７、経営環境分析（現在〜将来）→対応策 畜産農業
項⽬ 現在 ５年後の予測変化 対応策

乳⽜頭数
⾁⽜頭数
豚頭数
ブロイラー（⾁鶏）
九州地域記載令和２年
畜産統計調査：農林⽔産省 調べ

72,000頭
952,500頭
2,892,000頭
345,931千⽻

（ー）エサの急激な上昇
（ー）海外からのウイルス
（ー）アニマルウェルフェア
（＋）韓国からのニーズ

全体ー0.3〜ー2％減少
と予想

循環型農業の取り組みが
今後を⼤きく変わる
市場の抽出液による0.3％
を⽬指す

マーケットニーズ ・循環型農業へ注⽬
・SDGSへの関⼼

特定の薬剤、ホルモン剤の使
⽤中⽌

・投薬削減に伴う、補酵素等
の推移、
・安全で価値のある資材が求
められている。

業界環境・サービス ・JAからの独⽴へ流れ
・減薬、有機農法へ注⽬

農⽔省が2050年までに
・化成肥料ー30％
・農薬 ー50％を⽬指す
有機JAS野菜0.22→25％増加

・エリアに合わせた循環
型の提案

仕⼊れ先 ・糠等、その他など資材
の値上げ

・糠等の確保困難
・品質の低下

より品質の⽐較、確認の
徹底化

⾃社 社⻑、専務が中⼼的な経
営

若いスタッフを中⼼に経営 新たなスタッフの採⽤

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/
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項⽬ 現在 ５年後の予測変化 対応策

健康⾷品市場

⽮野経済研究所 調べ

8680億1000万円
2020年度は同0.7％増

毎年0.1〜0.7％増加 新しい物、流⾏が早い
１つの資材からコラボの時
代になる。知識とスピード
が求められる。

マーケットニーズ ・溶剤を使⽤しない、ナチュ
ラルなフルボ酸の販路の拡⼤

海外性と国産のフルボ
酸の違いに必ず差が⼤
きくでる。

オーガニック、産地、デー
タ以外の幅広い知識が求め
られる

業界環境・サービ
ス

・新しい薬剤は辞め予防のサ
プリメントの時代

抗⽣物質と免疫やサプ
リメントの選択

材料、原料として安定した
提供

⾃社 様々なジャンルに広く販売 専⾨的エビデンスによ
る価値のある販路開拓

７、経営環境分析（現在〜将来）→対応策 健康⾷品部⾨
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８、将来価値ストーリー
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９、経営デザインシート
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ご清聴ありがとうございました。

株式会社 クリエイト
豊増浩司


